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子どものための発育発達過程に沿った運動実践の普及に関する研究（３） 
特に 0 歳児クラスの運動遊びの充実のために  
 











年 2 月に年長児の健康調査・体力測定を実施した。  
（２）0 歳児クラスの運動遊びの充実のため、ハイハイを促す環境構成を試行・検証する。 
発育発達過程を大切に保育した斎藤公子「さくら・さくらんぼ保育」における 0 歳児の環
境を文献、DVD 等の資料から整理し、その知見を元にハイハイを促す環境を整えた。  
報告  
（１）年長児の健康調査・体力測定  













この知見をもとに、こども園の 0 歳児担任とミーティングを持ち、ハイハイを促す環境  
構成を検討し「ハイハイスロープ」の設置を考案した。押入れスペースを改修し、押入れ
中段まで斜面（ハイハイ板）で登っていき、すべり台で下りてくる「ハイハイスロープ」
が 2016 年 1 月に完成した。 
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